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を使用した6㌧ 脂質の定見
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】eB tar培地および培兼方法 フェノール法,和光製)および tt法,過よう

供試菌株の培糞は YP 0培地1-D (グルコース 1 素酸化法により検討を行なった｡
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2日目まで排出し,その後,培地中のグルコース量
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含量の変化は低下株では顕著に認められなかった.
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行なった｡

長期的なグリセロール生産は 1M食塩培地で菌体

外,菌体内ともに親株と低下株で差異が認められ,

グリセロールにより菌体内溶質を保っていた｡細胞

内の脂質としてステロール画分中,含量の多い物質

は TLC,GCより定性,定量した結果,エルゴステ

ロールであった｡培地中のエルゴステロール量の経

3日目,3M食塩では 4日目にそれぞれ最高値に達

していることが認められた.

がい減少傾向にあった｡親株の菌体内の脂質含量は 
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無添加培地および 1M食塩培地に移し,その後のリ

aseン脂質含量 と細胞膜 ATP 活性の関係を経時的

に測定した｡リン脂質含丑の経時的変化は食塩無添
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ATP 活性は,ともに上昇傾向にあるが新鮮な培

地に移植後は異なる増減を示した｡ 
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